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弘前市農業委員会

健康と美容に　

　　弘前りんご

毎月５日は
「りんごを　
　食べる日」

　
四
月
二
十
日
、
市
内
小
栗
山

に
あ
る
市
民
農
園
が
開
園
し
ま

し
た
。

　
開
園
式
で
は
、
開
園
を
待
ち

わ
び
た
四
十
人
あ
ま
り
の
利
用

者
を
前
に
、
中
南
地
域
県
民
局

地
域
農
林
水
産
部
普
及
指
導
室

の
職
員
か
ら
野
菜
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
開
園
式
の
終
了
後
、
割
り
当

て
ら
れ
た
区
画
で
早
速
、
農
作

業
に
取
り
か
か
る
利
用
者
が
い

る
な
か
、
初
め
て
野
菜
づ
く
り

に
挑
戦
す
る
大
学
生
の
グ
ル
ー

プ
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
畝
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
利
用
者
に

「
畝
と
畝
の
間
隔
は
ど
れ
位
で

す
か
？
」
な
ど
と
尋
ね
メ
モ
を

と
る
な
ど
、
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
美
味
し
い
野
菜
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
利
用
者
同
士
の
交

流
も
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
四
日
に
は
、
市

内
湯
口
の
相
馬
昴
農
園
で
も
開

園
式
が
行
わ
れ
、
利
用
者
八
十

人
あ
ま
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
利
用
し
て
四
年
目
の
親
子
連

れ
は
「
美
味
し
い
野
菜
に
な
る

よ
う
に
手
間
を
か
け
愛
情
を
込

め
て
育
て
て
い
き
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
、
弘
前
市
り
ん
ご

共
同
防
除
連
絡
協
議
会
（
斎
藤

七
良
会
長
）
に
よ
る
第
二
十
一

回
り
ん
ご
メ
ー
デ
ー
が
開
か
れ
、

参
加
者
が
園
地
の
点
検
を
行
い

腐
ら
ん
病
の
撲
滅
と
モ
モ
シ
ン

ク
イ
ガ
な
ど
病
害
虫
防
除
の
徹

底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
つ
が
る
弘
前
農
業
協
同
組
合

薬
師
堂
支
店
前
で
行
わ
れ
た
開

会
式
に
は
、
り
ん
ご
生
産
者
を

は
じ
め
県
、
市
、
つ
が
る
弘
前

農
業
協
同
組
合
な
ど
の
関
係
者

百
三
十
人
が
集
ま
り
、
斎
藤
会

長
か
ら
「
今
後
も
安
全
安
心
で

品
質
の
良
い
り
ん
ご
生
産
に
努

め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
相
馬
　
一
弘
前
市
長

が
「
き
め
細
か
い
栽
培
管
理
に

よ
り
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
り
ん

ご
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
生
産
者
を
激
励
し
た
ほ
か
、

西
澤
幸
清
つ
が
る
弘
前
農
業
協

同
組
合
長
が
「
病
害
虫
防
除
の

徹
底
な
ど
で
今
年
産
り
ん
ご
の

結
実
を
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
関
係
者
が
二
班
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
園
地
の
巡
回
点
検
で

は
、
腐
ら
ん
病
が
発
生
し
て
い

る
り
ん
ご
樹
に
赤
い
テ
ー
プ
を

巻
き
付
け
注
意
を
呼
び
か
け
た

ほ
か
、
モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
な
ど

病
害
虫
の
発
生
源
と
な
る
放
任

園
の
調
査
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

　
園
地
の
状
況
を
確
認
し
た
関

係
者
は
、
放
任
園
の
所
有
者
に

対
し
り
ん
ご
樹
の
伐
採
や
伐
根

を
働
き
か
け
て
行
く
こ
と
と
し
、

そ
の
解
消
に
向
け
関
係
機
関
、

団
体
、
地
域
が
協
力
し
合
い
な

が
ら
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

病害虫防除の
徹底を第２１回

りんごメーデー

農
業
へ
の

　
　
理
解
深
め
て

―

市
民
農
園
開
園
―

写真右：腐らん病が発生して
　　　　いるりんご樹に赤い
　　　　テープを巻き付けて
　　　　いました。

写真下：放任園の調査では、
　　　　園地の現況などを確
　　　　認し、今後の対応を
　　　　検討。

小
栗
山
の
市
民
農
園
に
て

相
馬
昴
農
園
に
て
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※
農
地
の
無
断
転
用
と
は
…

※
農
地
の
無
断
転
用
と
は
…

　
市
街
化
区
域
を
除
く
区
域
で
、

農
地
法
に
基
づ
く
県
知
事
の
許

可
な
く
、
農
地
を
住
宅
用
地
や

資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
耕
作

の
目
的
以
外
に
用
い
る
（
転
用

す
る
）
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
農
地
を
、
工
事
の
資
材
置

場
な
ど
と
し
て
一
時
的
に
使
用

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
許
可

を
得
ず
に
使
用
す
る
と
無
断
転

用
と
な
り
ま
す
。

【
無
断
転
用
す
る
と
…
】

【
無
断
転
用
す
る
と
…
】

　
無
許
可
で
転
用
し
た
場
合
や
、

許
可
を
得
て
も
申
請
時
の
目
的

以
外
に
使
用
し
た
場
合
に
は
、

県
知
事
は
農
地
へ
の
原
状
回
復

命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

最
高
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

三
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。（
農
地
法
第
九
十
二

条
）
　
ま
た
、
無
断
転
用
の
場
合
、

原
状
回
復
の
た
め
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
大
き
な

損
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
優
良
農
地
の
確
保
】

【
優
良
農
地
の
確
保
】

　
農
地
は
、
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
欠
か
せ
な
い
食
料
の
生

産
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無

秩
序
な
開
発
に
よ
る
農
業
環
境

の
悪
化
を
防
止
し
、
優
良
農
地

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

【
申
請
の
前
に
ご
相
談
を
】

【
申
請
の
前
に
ご
相
談
を
】

　
農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す

る
た
め
に
は
、
農
地
法
を
は
じ

め
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
農
振
法
）、都
市

計
画
法
な
ど
に
よ
る
様
々
な
規

制
が
あ
り
ま
す
。
一
時
的
に
転

用
し
た
い
場
合
も
含
め
、
事
前

に
転
用
し
た
い
農
地
の
所
在
す

る
地
区
の
農
業
委
員
会
窓
口
、

ま
た
は
地
域
の
農
業
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
農
地
転
用
に
関
す
る
問
い
合

■
農
地
転
用
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
　

わ
せ
先
　

【
弘
前
地
区
】

【
弘
前
地
区
】
農
業
委
員
会
弘

前
分
室
（
市
役
所

３５
・
１
１

１
１
内
線
３
５
７
）

【
岩
木
地
区
】

【
岩
木
地
区
】
農
業
委
員
会
農

地
係
（
岩
木
庁
舎

８２
・
１
６

３
８
）

【
相
馬
地
区
】

【
相
馬
地
区
】
農
業
委
員
会
相

馬
分
室
（
相
馬
庁
舎

８４
・
２

１
１
１
内
線
８
４
０
）

　
市
は
四
月
十
四
日
、「
弘
前
り

ん
ご
」
の
消
費
拡
大
懇
談
会
を

開
き
、
弘
前
さ
く
ら
ま
つ
り
期

間
中
に
市
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
宿
泊
客
へ
「
弘
前
り
ん
ご
」

を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
八
月
に
続
い
て
開
か

れ
た
二
回
目
の
懇
談
会
に
は
、

つ
が
る
弘
前
・
相
馬
村
・
津
軽

石
川
の
各
農
協
、
弘
前
り
ん
ご

商
業
協
同
組
合
、
弘
前
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
及
び
弘
前

市
旅
館
ホ
テ
ル
組
合
の
代
表
者

と
市
関
係
者
合
わ
せ
て
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
宿
泊
施
設
で
の
「
弘
前
り
ん

ご
」
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

試
験
的
に
行
わ
れ
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
弘
前
さ
く
ら
ま
つ

り
で
本
市
を
訪
れ
る
宿
泊
客
を

「
弘
前
り
ん
ご
」
で
も
て
な
し
、

消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
会
議
で
は
、
宿
泊
施
設
へ
の

り
ん
ご
の
供
給
体
制
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
「
弘
前
り
ん
ご
」

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
今
後
の
消
費
拡
大
に
向

け
た
方
策
と
し
て
、
り
ん
ご
の

健
康
に
対
す
る
効
用
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
販
売
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
農
業
・
観

光
・
商
工
団
体
と
緊
密
な
連
携

を
と
り
な
が
ら
「
弘
前
り
ん
ご
」

の
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　弘前さくらまつりに訪れる多く

の観光客に、弘前りんごの美味し

さを味わってもらい消費の拡大に

つなげようと、４月２６日から２９

日の４日間、弘前りんごの会と青

森県りんご対策協議会による、り

んごとりんごジュースの無料提供

が行われました。

　初日の２６日、弘前公園内の二

の丸無料休憩所隣に設けられた会

場には、りんご４００個とりんご

ジュース１６２㍑が用意され、ま

つりを楽しむ観光客に次々と振る

舞われました。

　観光客は「おいしい！」と、さ

くらの美しさに加えて、りんごの

美味しさに感激していました。

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
現
在
弘
前
市
管
内
の
無
断
転
用
農
地

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
違
反
者
に
対
し
て
は
是
正
指
導

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
是
正
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
県
知

事
に
違
反
転
用
事
案
と
し
て
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
く
ら
ま
つ
り
で
Ｐ
Ｒ

さ
く
ら
ま
つ
り
で
Ｐ
Ｒ

り
ん
ご
を
ど
う
ぞ
！

り
ん
ご
を
ど
う
ぞ
！

優
良
農
地
を
守
る

無
断
転
用

　
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
実
施
中

「弘前りんご」の消
費
拡
大
策
を
協
議

消
費
拡
大
懇
談
会
が

　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る
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四
月
二
十
五
日
、
ス
タ
ー
キ

ン
グ
の
栽
培
普
及
に
多
大
な
功

績
を
残
し
た
對
馬
竹
五
郎
氏

（
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

〜
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）

年
）
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
よ

う
と
、
船
沢
地
区
の
り
ん
ご
生

産
者
で
組
織
す
る
「
對
馬
竹
五

郎
翁
顕
彰
会
（
佐
藤
俊
一
会

長
）」が
、
本
市
に
二
百
万
円
を

寄
附
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
市
長
室
で
行
わ
れ
た

寄
附
受
領
式
に
は
、
顕
彰
会
を

代
表
し
て
佐
藤
会
長
を
は
じ
め

会
員
四
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
目
録
を
手
渡
し
た
佐
藤
会
長

は
「
弘
前
市
の
り
ん
ご
産
業
の

振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、
相
馬
　
一
弘
前
市
長
は

「
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
本
市
農
業
振
興
の
た
め
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
回
の
寄
附
金
を

小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
購
入
費
用

の
一
部
と
し
、
多
く
の
市
民
や

観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
市

り
ん
ご
公
園
の
整
備
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
都
市
住
民
と
の
交
流
な
ど
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

活
動
に
対
す
る
支
援
や
情
報
発

信
の
強
化
を
図
る
た
め
の
「
弘

前
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が

四
月
二
十
三
日
、
市
岩
木
庁
舎

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
弘
前
里
山
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
な
ど
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
の
実
践

団
体
を
は
じ
め
、
つ
が
る
弘

前
・
相
馬
村
・
津
軽
石
川
の
各

農
協
や
商
工
・
観
光
団
体
、
市

農
業
委
員
会
事
務
局
の
ほ
か
、

市
農
政
課
及
び
観
光
物
産
課
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
は
、
各
団
体
間
で
情
報

交
換
を
円
滑
に
し
て
地
域
の
連

携
を
一
層
深
め
て
、
実
践
者
や

関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

り
ん
ご
産
業
の
振
興
に
役
立
て
て

對
馬
竹
五
郎
翁
顕
彰
会
が
市
に
寄
附

園児と一緒に桜植樹
相馬農業青年の会

　相馬地区の担い手で組織する相馬農業青年の会（三上大樹
会長）は４月１７日、市立相馬保育所（外崎睦子所長）の園
児２１人と一緒に、桜の苗木を植樹しました。

　「美しい桜を地域の子供たちに
たくさん見てもらいたい」と、会
員たちの思いから今回初めて実施
されました。
　これは、青年の会で販売したり
んごの売り上げの一部で、ソメイ
ヨシノの苗木６本を購入し、保育
所の外周に植え付けることにしま
した。
　スコップを持ち「おも～い！」
と声を上げた園児たちは、会員と
一緒になって苗木に土をかけるの
を楽しんでいました。

地
域
の
連
携
を
深
め
て

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
設
立

相馬市長へ目録を手渡す佐藤会長（右）

実践団体実践団体など関係者が集ど関係者が集まり開かれた設立総会開かれた設立総会実践団体など関係者が集まり開かれた設立総会

申出
区分

売り
たい

略図 農地の所在
利用
状況

面積 希望売渡価格
取扱
窓口

A-254 百沢字裾野　 りんご 62.59a 10a当たり30万円 ①②

A-255 百沢字山田 りんご 63.62a 10a当たり30万円 ①②

A-256 百沢字山田 りんご 24.25a 10a当たり30万円 ①②

B-257 湯口字一ノ下り山 りんご 64.03a 10a当たり50万円 ①②③

申出
区分

希望地区
利用
目的

面積
希望小作料・
希望買受価格

借り
たい

買い
たい

堀越・松木平字宮元
・石川

水稲
いくら
でも

標準小作料

如来瀬・鳥井野
・悪戸・下湯口

りんご １００a 交渉次第

２５７

略図Ａ略図Ａ－２５２５４，２５，２５５，２５，２５６， 略図Ｂ略図Ｂ－２５７２５７略図Ａ－２５４，２５５，２５６， 略図Ｂ－２５７

●
岩木山
総合公園

津軽
カントリー
クラブ
ゴルフ場

黒滝

湯口 下湯口

アップル
ロード

栩
内
川

平沢川

２５４

２５６ ２５５

■取扱窓口及び問い合わせ先

①【岩木地区】農業委員会事務局

　（岩木庁舎１階） ８２・１６３８

②【弘前地区】農業委員会弘前分室

　（市役所新館２階） ３５・１１１１内線３５７

③【相馬地区】農業委員会相馬分室

　（相馬庁舎２階） ８４・２１１１内線８４０

農地流動化情報（新規） お気軽にお問い合わせください



農 業 ひ ろ さ き （４）第２８号２００８年（平成２０年）６月１日

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
農
業
者
や
農
業
組

織
等
を
対
象
に
、
創
意
工
夫
あ

ふ
れ
る
意
欲
的
な
「
冬
の
農
業
」

へ
の
取
組
み
を
支
援
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
冬
期
間
に
関
連
産
業
等
と
協

働
・
連
携
し
、
新
た
な
発
想
で

農
作
物
の
栽
培
や
加
工
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

む
こ
と
に
対
し
て
補
助
す
る
も

の
で
す
。

◆
支
援
内
容

◆
支
援
内
容

　
冬
期
間
に
加
工
業
者
や
観
光

業
界
、
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
と

連
携
し
て
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る

「
冬
の
農
業
」
に
取
組
む
農
業

者
に
対
し
て
、
必
要
な
設
備
・

資
材
費
や
販
売
促
進
に
要
す
る

経
費
の
３
分
の
１
以
内
の
額

３
分
の
１
以
内
の
額
を

助
成
し
ま
す
。

◆
応
募
期
限

◆
応
募
期
限

　
平
成
２０
年
６
月
３０
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
な
ど

　
応
募
方
法
等
の
詳
し
い
内
容

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

www.pref.aom
ori.lg.jp/fu

yunogyo/
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
県
農
林
水
産
部
あ
お
も

り
の
「
冬
の
農
業
」
推
進
チ
ー

ム

０
１
７
・
７
３
４
・
９
４

８
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
現

況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
現
況
届
」

は
５
月
末
頃
に
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
を
自
署
の
う
え
、

お
住
ま
い
の
各
地
区
農
業
委
員

会
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
が
な
い
と
年
金
の
支
給

が
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出
先

◆
現
況
届
の
提
出
先

【
弘
前
地
区
】

【
弘
前
地
区
】

農
業
委
員
会
弘
前
分
室
（
市
役

所
新
館
２
階
窓
口
２
５
３
）

【
岩
木
地
区
】

【
岩
木
地
区
】

農
業
委
員
会（
岩
木
庁
舎
１
階
）

【
相
馬
地
区
】

【
相
馬
地
区
】

農
業
委
員
会
相
馬
分
室
（
相
馬

庁
舎
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
農
政
係
（
岩
木
庁
舎

８２
・

１
６
３
８
）

　
市
で
は
、
農
業
振
興
の
た
め

　
市
で
は
、
農
業
振
興
の
た
め

に
利
用
・
保
全
す
べ
き
土
地
を

に
利
用
・
保
全
す
べ
き
土
地
を
、

『
農
用
地
区
域

『
農
用
地
区
域
』（』（
耕
作
し
て
い

耕
作
し
て
い

な
い
農
地
も
含
む
）
と
し
て
設

な
い
農
地
も
含
む
）
と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
用
地
を
住

宅
用
地
や
農
業
用
施
設
用
地

（
倉
庫
、
資
材
置
き
場
な
ど
）

と
い
っ
た
耕
作
以
外
の
目
的
に

耕
作
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
場
合
は

使
用
す
る
場
合
は
、
市
が
設
定

し
て
い
る
区
域
か
ら
除
外
す
る

た
め
に
「
農
振
除
外
申
出
」
の

手
続
き
が
必
要

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
農
振
除
外
の
手
続
き
は
約
６

か
月
以
上
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
７
月
３１
日
を
過
ぎ
ま
す

と
、
次
回
分
は
１０
月
３１
日
が
締

切
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
・
相
談
は
、
農

用
地
の
所
在
す
る
各
地
区
の
担

用
地
の
所
在
す
る
各
地
区
の
担

当
課
窓
口

当
課
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

【
弘
前
地
区
】

【
弘
前
地
区
】

農
林
部
弘
前
分
室
農
政
り
ん

ご
係
（
市
役
所

３５
・
１
１

１
１
内
線
３
５
８
）

【
岩
木
地
区
】

【
岩
木
地
区
】

農
政
課
計
画
推
進
係
（
岩
木

庁
舎

８２
・
１
６
３
５
）

【
相
馬
地
区
】

【
相
馬
地
区
】

総
務
課
経
済
建
設
係
（
相
馬

庁
舎

８４
・
２
１
１
１
内
線

８
４
０
）

◆日　時　７月６日（日）［雨天決行］
　　　　　午前１０時…市立観光館バスプール出発
　　　　　午後５時…市立観光館バスプール解散

◆内　容　市内十面沢の「森の中の果樹園」でさくらんぼ
をはじめとする季節のフルーツ狩りをした後、
４月にリニューアルオープンした鰺ヶ沢町の「ナ
クア白神ホテル＆リゾート（旧鯵ヶ沢プリンス
ホテル）」で食事をしながらの交流パーティー

◆対　象　２３歳～おおむね４５歳までの独身男女
　　　　　（ただし、男性は市内に居住する農業青年）

◆参加料　男性＝３，５００円　女性＝２，０００円

◆定　員　男女各２０人程度

■申　込　６月２７日（金）までに弘前市青年交流会実行委員
会（市農業委員会事務局内） ８２・１６３８へ

平
成
２０
年
度
協
働
で
拓
く

「
冬
の
農
業
」創
造
活
動
事
業

　
　
　
　
の
公
募
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

忘
れ
ず
に
現
況
届
の
提
出
を

農
地
転
用
、そ
の
前
に
…

農
振
除
外
申
出

７
月
３１
日
締
切

さくらんぼ狩り交流会参加者募集！！

農業に燃えるワゲモノたち
集まれ！

　「弘前４Ｈクラブ」は、農業をがん
ばっている若者や、これから農業に
取組もうとする若者同士が話し合っ
たり、勉強したり、とにかく何でも楽
しくやってみようというグループです。 
　全国、東北及び県内各地の４Ｈク
ラブ員と交流する機会もあり、仲間
づくりと視野が広がる良い機会にも
なりますので、参加してみませんか。

　『４Ｈクラブ』の『４Ｈ』には、次のよう
な目的があり、グループ活動によって一層た
くましくなります。
◎ＨＥΑＤ…科学的に考える頭脳を鍛える。
◎ＨΑＮＤ（Ｓ）…実行するための技術を磨く。
◎ＨＥΑＲＴ…友情に富む心を育む。             
◎ＨＥΑＬＴＨ…働くための健康を養う。

　加入してみたい方や、詳しく知りたい方は、
問い合わせ先へ連絡ください。
■問い合わせ先　中南地域県民局地域農林水
産部普及指導室（担当 玉川） ３４・２１３６

︵
弘
前
地
区
農
村
青
少
年
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
弘
前
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
︶

【写真はプロジェクト活動：野菜づくりに挑戦！】


